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菊武学園フラッシュニュース 
 

菊華高等学校  

2月 27日、厳粛な雰囲気の中、令和 7年度第 62回卒業証書授与式が挙

行され、311名の卒業生が巣立っていきました。 

3 年前には同じ場所で新しい制服に身を包

み、不安そうな表情をしていた皆さんが、こ

の日は充実感や達成感に満ちた面持ちで、

高木弘恵理事長や山岸鳴門校長の式辞に耳

を傾けていました。 

式後には各教室で最後のホームルームが

行われ、担任の先生から卒業証書が手渡さ

れました。そして、高校生活最後の瞬間は 

「HAPPY GREEN」と名付けられた校庭に皆さんが集まり、同クラス、

同クラブの仲間やお世話になった先生方との別れを惜しみました。いつま

でも離れたくないというような表情で涙を流し、3 年間温かく見守って下

さった保護者の皆さんと最高の笑顔で記念写真を撮影していました。 

 
菊武ビジネス専門学校  

2月 27日、令和 7年度第 77回高等課程卒業証書授与式がウィルあいち 

で挙行されました。天候に恵まれ、205 名の

卒業生は輝かしい未来への門出を迎えまし

た。答辞の生徒が周囲への感謝と成長を語

ると、会場は感動に包まれ、卒業生や教職

員の中には涙を流す人の姿が多く見られま

した。式では高木清秀常務理事から菊子賞

が授与されました。 

3 月 2 日、令和 7 年度第 66 回専門課程卒

業証書授与式が本校で挙行され、25 名の卒

業生が卒業証書を手にしました。謝辞の学

生は仲間との絆への感謝とともに、専門課

程での学びを糧に自立し、選んだ道で責任

を持って努力する決意を語りました。 

3 月 28 日、令和 7 年度菊華高等学校単位

制通信制課程卒業証書授与式がスクーリン

グ会場である菊武ビジネス専門学校で挙行

されました。56 名の卒業生はそれぞれ歩み

は違えど、手にした高卒資格に歓喜と安堵

が重なる門出となりました。 

鈴木悦子校長からは「ミラノ五輪や“人”

の字から、支え合い感謝する大切さを語

り、助けを求める勇気と手を差し伸べる優

しさを持ってほしい」と式辞が送られまし

た。 

 

名古屋産業大学・名古屋経営短期大学 

名古屋産業大学・名古屋経営短期大学の令和 7年度学位記授与式（名古屋

産業大学第 27 回・名古屋経営短期大学第 62 回）が 3 月 13 日に本学体育

館で挙行され、大学院生 5 名、学部生 116 名、短大生（未来キャリア学 

科・子ども学科・介護福祉学科）104 名の卒

業生 225 名が巣立っていきました。多くの

保護者・ご家族の方々もご出席され、卒業生

の門出を温かく見守っていただきました。式

典で、高木弘恵学長からは「めまぐるしく変

化する社会において、一歩踏み出し前向きに

挑戦する心を持ち続けてほしい」との祝辞が

贈られました。 

午後には会場を名古屋マリオットアソシアホテルに移し、卒業記念パー

ティーが開催されました。パーティーではお楽しみ抽選会や、学生生活を

振り返る動画の上映が行われ、卒業生たちはお世話になった先生方へ花束

を贈呈し、記念写真を撮るなど別れを惜しんでいました。 

 

名古屋ウェディング＆フラワー・ビューティ学院 

春らしい暖かさを感じられるようになった 3 月 16 日、令和 7 年度

第 31 回卒業式が ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋で挙

行され、色とりどりの袴に身を包んだ 114 名の卒業生が巣立っていき

ました。 

同じ場所で 2 年前、真新しいブラックスー

ツに身を包んだ皆さんを新入生として迎えた

のがつい昨日のことのように思い出されま

す。模擬結婚式やショーにクラス一丸となっ

て取り組み、スポーツ大会や文化祭を心から

楽しみ、大変だった就職活動を乗り越え、2 年

間の在学中にたくさんの経験を積んで大きく

成長してくれました。 

4 月からはそれぞれの道へ進むことになり

ますが、いつでも先生たちは卒業生の皆さん

の幸せと活躍を願っています。 

 

稲葉保育園  

3月 27日、令和 7年度卒園式が本園で行われ、卒園児 15名が巣立っ

ていきました。卒園式前に、卒園児たちが保護者の方にお抹茶を点て

て、心を込めておもてなしをしました。普段から練習を重ね、無事にお

抹茶を点てた子どもたちの表情には、誇りと喜びがあふれていました。 

卒園式では、手話を使って「保育園で楽しかった事」を発表しまし 

た。日々の保育の中で学んだことや友だ

ちとの思い出を手話で表現し、会場に集

まった皆さんと一緒にその思いを分かち

合うことができました。 

卒園児たちが次のステップでどんな素

晴らしい冒険を始めるのかとても楽しみ

です。卒園児たちのこれからの活躍を心

より応援しています。 （卒園式終了後に記念撮影） 

（学位記授与式） 

（高等課程・菊子賞授与式） 

（単位制通信制課程・卒業証書授与式） 

 

菊武幼稚園  

3 月 17 日、令和 7 年度第 57 回卒園式が 2 階講堂で行われました。

うぐいす組 19 名、つばめ組 17 名、合わせて 36 名の卒園児が修了証

書を手に卒園しました。壇上に上がった園児たちは、池本厚園長から修

了証書を受け取った後、参列している保護者の皆さんに向かって将来 

なりたい夢を発表していきました。はっ

きりした口調で堂々とマイクに向かって

しゃべっている姿に成長を感じました。 

卒園式終了後は、園庭にて教職員と在

園児による花のアーチをくぐり、PTA役

員によるお別れ会が開催され、とても素

敵な時間となりました。 

卒園児が 4 月から、楽しい小学校生活

が送れるように願っています。 

穏やかな春の空のもと、学位記授与式・卒業式・卒園式が行われ、 

８つの学校で 100２名の卒業生・卒園児が巣立つ    
 

（卒業証書授与式） 

 
（担任から卒業証書を受け取る卒業生） 

 

（お別れのことば・卒園の歌） 

 

 

 

 

 
（専門課程・卒業生代表謝辞） 

 

 

 

豊橋宮野ビジネス高等専修学校  

2月 24日、令和 7年度第 36回卒業証書授与式が本校で行われ、15

名の卒業生が学び舎を巣立ちました。会場にはこれまでの歩みを振り

返るような穏やかな空気が流れ、卒業生たちの表情には期待と決意が 

にじんでいました。式では、鈴木悦子校

長から卒業生への励ましの言葉が贈ら

れ、続く在校生の送辞では、先輩たちへ

の感謝と尊敬の気持ちがまっすぐに語ら

れました。卒業生代表の答辞では、仲間

と過ごした日々の思い出や、これからの

未来に向けた思いが力強く述べられ、会

場は静かな感動に包まれました。 

15 名の卒業生はそれぞれの夢や目標を胸に、新しいステージへと歩

み始めます。本校はこれからも彼らの挑戦と成長を応援していきます。 

 

 
（卒業証書授与式終了後に記念撮影） 


